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本日　10月２日㈬ 12：30  ザ クラウンパレス新阪急高知
　　　会員スピーチ
　　　 「私の履歴書・リターンズ」

竹村　克彦 会員

次週　10月９日㈬ 18：30  ザ クラウンパレス新阪急高知

　　　 　創　立　記　念　夜　間　例　会

第2635回　例会報告／令和６年９月18日　天候　晴
◇ロータリーソング
  「奉仕の理想」
◇来訪ロータリアン及びお客様
　体験者　　公文将博氏（株式会社のびる）
◇会　長　挨　拶

　皆さん、こんにちは。
９月14日、丸亀で、2670
地区2024－2025年度クラ
ブ活性化セミナーが開催
されました。
　３項目あり、第１項目

はロータリーのアクションプラン（行動計画
・行動方針）について。
　クラブ奉仕、親睦活動、ポリオ根絶、ロー
タリー財団への寄付、クラブ戦略計画、公共
イメージとコミュニケーションなどについて
の話があり、３年間の目標を設定し、そのプ
ログラムを実施していく。
　第２項目は、ロータリーの危機管理につい
て。危機とは、事故、暴力、自然災害、政情
不安、伝染病の発生。そして、ハラスメント、
会計問題、内部不和、雇用問題など、諸処の
説明があり、その中で、そもそもロータリー
はどうあるべきかという「ロータリアンの行
動規範」が挙げられました。１．個人として、
また事業において、高潔さと高い倫理基準を
持って行動する。２．ロータリーやほかのロ
ータリアンの評判を落とすような行動は避け
る。３．ロータリーの会合、行動、及び活動
において、ハラスメントのない環境を維持す

ることを支持し、ハラスメントの疑いがあれ
ば報告、ハラスメントを報告した人への報復
が起こらないように確認する。
　この中で一番重要視したのがハラスメント
の問題で、ハラスメントとは、日本語ではい
やがらせやいじめに当たる言葉で、相手を不
快にさせる言動により、苦しめたり、悩ませ
たりする行為全般を指し、相手の尊厳を軽ん
じた発言や圧力を与える態度。故意的な迷惑
行為はもちろん、例え無意識であったとして
も、不用意な言葉や行動で相手を傷つけてし
まう場合もハラスメントに該当します。
　ハラスメントの生じる原因として、加害者
の主観的価値観とのズレ。人間関係を関係性
としてとらえない。無意識の偏見、価値観の
判断がずれていれば、単なる犯罪、嫌がらせ
に過ぎない。
　ハラスメントの判断は、外観、動作、言葉、
言語、表現はボキャブラリーとレトリックに
よってカバーできる。内心外観から推定して
判断されることがある。ＲＩはハラスメント
に対して厳格で、加害者だけの問題ではなく、
クラブ、地区、さらにロータリー全体に影響
が及ぶということです。
　第３項目は会員増強について、これは後ほ
ど、石川委員長から報告があります。

the ROTARY CLUB of KOCHI EAST

◇柳澤パストガバナーより
　９月14日午前中、急遽
諮問委員会が開催され、
2026－2027年度のガバナ
ーに愛媛の桑原征一さん
が推薦され、諮問委員会
で認められました。ただ、

桑原さんは指名委員会の委員長のため、組織
を編成した後、案内状が届き、賛同が得られ
れば決定となります。
　その次の年度の徳島は、まだ決定していま
せん。
◇会員増強委員会より

　９月14日、クラブ活性
化セミナーでの会員増強
について、高知南クラブ
の加藤敏仁さんから「増
強のマジック」というテ
ーマで話がありました。

南クラブは「桃栗３年、柿８年計画」を立て、
2013－2014年度は46名の会員まで減少したそ
うですが、2020年から2025年に掛けて徐々に
増えて、現在は84名にまでなっています。
　当クラブは、今年の目標は60名としました
が、現在54名で危機的状態です。私一人が頑
張ってもいきません。今度、アンケートを作
りますので、皆さんのご協力をお願いします。
◇幹　事　報　告

・情報集会に参加いただ
　きありがとうございま
　した。皆さんからいた
　だいた貴重なご意見を
　今後のクラブ運営に生
　かしていきたいと思い

　ます。
・レターボックスに会員名簿を入れています。

のスポンサーの皆さんにどう言えばいいんだ
ろう。それだけは嫌だと思い、何とかなる方
法はないかと模索をして、今の状況になって
います。
　最初、代表を受けるときはみんなに反対さ
れました。家族にも大反対されました。でも、
私が何とかしたいと、高知銀行の森下会長、
高知新聞の中平社長に力を貸してくれません
かとご相談に回っていたところ、彼らに、そ
こまで熱い思いがあるなら自分でやりなさい。
その代わり、僕たちはお手伝いをしようと、
弊社の取締役になっていただき、試合には必
ずお二人のどちらかが来てくださいます。

Q　ＪＦＬの皆さんの給与体系はどんな
になっていますか。

　ＪＦＬは働きながらサッカーをするという
子がたくさんいます。プロになれなかった、
Ｊリーグに行けなかった子がＪＦＬでサッカ
ーをしたい。プロに上がりたいからこそＪＦ
Ｌで活躍するという選手たちが多いのですが、
今一番もらっている選手で月に45万。一番も
らってない選手で５万、６万。この選手は、
試合にもなかなか出られない。サッカーの力
がそこまで及ばない選手で、平均は20万ぐら
いです。
　Ｊ３にいくと、当然経済効果が上がってき
ます。Ｊ３に上がった20チームはどこのチー
ムも、１年目で最低10億の経済効果があった
という報告を受けています。20億というチー
ムもあります。経済効果だけではなく、私が
望んでいるのは、経済効果から生まれる笑顔
や元気というところです。特に今年は、初め
て試合を見に来たという方がかなり多くいら
っしゃいます。また、交通渋滞や駐車場の問
題をクリアしようと高知駅からシャトルバス
を出して、かなりお客様が乗っています。で
すから、試合のときだけでも公共交通機関が
動いて、収益を上げて、ウィンウィンウィン
の三方良しの形に持っていきたいと思い、今
統計を取っている段階です。
　応援をいただく企業様にも、お金を出して
いただくだけではなく、我々が御社に対して、
何かできることはないですか、選手と一緒に
お手伝いできることはないでしょうかという

ことを、私はずっと言っています。そして今
回、入場者数年間３万人、チケット収入1,000
万円以上をあげないといけないという、この
２つの条件をクリアするために、春から一生
懸命種を蒔いた結果、９月１日、１万1,085
人という、素晴らしい人数が集まりました。
これだけの人数が来てくださったのは初めて
で、行列に並んだ皆さんには大変な思いをさ
せてしまいました。ビールがぬるくなってい
たり、失礼しました。それを基にスタッフた
ちも勉強して、３日間で改善を行いました。
９月15日の試合は雨でしたが2,233人。全て
すんなり行くようになりました。
　Ｊ３の中で、毎回2,000人呼べるチームは
７チームしかありません。私はＪ３に上がっ
たとき、高知の皆さんの力を借りて、平均3,000
人を毎回毎回つくっていこうと思っています。
今回、初めて来たお客様、特にご年齢の高い
方々が「こんな天気のえいところで大声出し
て、鳴子ならして、まぁ楽しい」「がんで入
退院の生活をしてたのに、サッカーのおかげ
様でものすごい元気になった」「バスは絶対
動かしてね、私バスに乗ってくるき。孫と共
通の話題ができた」「勝っても負けてもえい
やんか、楽しめるやんか」と言って、喜んで
くださいました。
　私が望んでいた地域に愛されるクラブの底
辺はこれです。こういうクラブを創りたかっ
たんです。町中が元気になって、勇気の源に
なりたい。選手たちも1日1日、懸命に練習に
励んでいます。そして試合の一瞬一瞬に賭け
る必死さ、これを皆さんに見ていただいたら、
泣いたり笑ったりしながら喜んでいただける
んじゃないか。こういうコミュニティ、スタ
ジアムづくりを目指しています。当然高知の
おいしいものも準備しています。ビールやサ
ワーも準備しています。
　当然勝ちたいです。昇格したいです。たく
さんの方に応援していただきたいです。Ｊ３
に昇格するという目標を掲げて、応援してく
ださる一人一人のためにも昇格しなければい
けないと思います。Ｊ３に昇格して５年後に
はＪ２へ、そして防災スタジアムも創りたい
と思っています。
　次の試合は10月６日、８ポイント差で２位
につけている栃木ＦＣとの対戦です。ここに

　今年、開幕から３連戦、高知での試合があ
りました。みんなが頑張っている姿を見て、
応援してくれる人は１万、２万集まってくれ
るかもしれない。けれど、勝ち点は最大でも
１試合３点ずつしか重ねていけないというこ
とで、とにかく丁寧に丁寧に勝点を重ねよう
ということからスタートしました。そして、
この３連戦を勝ち抜いたら高知の空気が変わ
ると、みんなに声掛けをして、目の前の試合
に真剣に向き合い、１勝、１勝していこうと
頑張って３連勝できたところから、彼らが勢
いに乗ってきました。うちは平均年齢が24.4
歳、ＪＦＬの16チームの中でダントツ１位、
若いチームです。
　実は私、24年前に風邪薬を飲んだことで心
停止をして、大量のステロイドを投入してこ

の世に帰ってきました。そこから３回ぐらい
薬害が起こり、瀕死の状態が４年間続きまし
た。何とか生き返って、バイエルンオートと
いう輸入車ディーラーを主人と２人でゼロか
ら立ち上げて、車を通して、素敵な人生を歩
んでいる方々に出会うことができました。そ
して、その方々からたくさんのことを学びま
した。
　高知ユナイテッドは今まで、宮地さん、武
政さんが頑張ってこられましたが、どうにも
ならないので倒産するしかないのかなとおっ
しゃっているのを聞いて、私は、高知にＪリ
ーグを創ろうという約束をして、300人余り
の選手が入れ替わり立ち替わり来てくれた、
その子たちに嘘をついたことになるのは嫌だ。
そして、倒産したら、会社や個人、それぞれ

勝つとほぼほぼ優勝と言われています。我々
の努力もまだまだ足りないと思いますが、一
人でも多くの方に遊びに来ていただけたら嬉
しいと思います。　

•佐野博三　山本志穂美様、卓話ありがとう
ございます。９月14日、オオクラホテル丸亀
での国際ロータリー第2670地区クラブ活性化
セミナーに参加しました。石川さん、中越さ
んの３人で行きましたが、行きは良かったの
ですが帰りは大雨で一寸先が見えないほどで、
石川さんが心配して高知へ着いた途端笑顔に
なりました。
•西森良文　山本様、今日は貴重な卓話あり
がとうございました。
•土居祐三　卓話ありがとうございました。
また行きます。めざせＪ２！
•西森やよい　山本志穂美様、いつもたくさ

んの元気を与えてくださりありがとうござい
ます。よりによって、本日欠席いたしますこ
と本当に申し訳ありません。これからも応援
させてください。
•石川　健　本日、例会に公文さんが体験で
来ていただきました。ありがとうございます。
皆さま、会員増強にご協力よろしくお願いし
ます。
•前田　博　情報集会欠席のお詫び。
•須賀昌彦　誕生日プレゼントありがとうご
ざいました。62歳になりました。入会記念品
ありがとうございました。入会して２年にな
りました。
•ザ クラウンパレス新阪急高知　いつもありが
とうございます。
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退院の生活をしてたのに、サッカーのおかげ
様でものすごい元気になった」「バスは絶対
動かしてね、私バスに乗ってくるき。孫と共
通の話題ができた」「勝っても負けてもえい
やんか、楽しめるやんか」と言って、喜んで
くださいました。
　私が望んでいた地域に愛されるクラブの底
辺はこれです。こういうクラブを創りたかっ
たんです。町中が元気になって、勇気の源に
なりたい。選手たちも1日1日、懸命に練習に
励んでいます。そして試合の一瞬一瞬に賭け
る必死さ、これを皆さんに見ていただいたら、
泣いたり笑ったりしながら喜んでいただける
んじゃないか。こういうコミュニティ、スタ
ジアムづくりを目指しています。当然高知の
おいしいものも準備しています。ビールやサ
ワーも準備しています。
　当然勝ちたいです。昇格したいです。たく
さんの方に応援していただきたいです。Ｊ３
に昇格するという目標を掲げて、応援してく
ださる一人一人のためにも昇格しなければい
けないと思います。Ｊ３に昇格して５年後に
はＪ２へ、そして防災スタジアムも創りたい
と思っています。
　次の試合は10月６日、８ポイント差で２位
につけている栃木ＦＣとの対戦です。ここに

「地域に愛され必要とされる
　　　　　　　　　クラブ創り」

◇ゲストスピーチ ㈱高知ユナイテッドスポーツクラブ 代表取締役社長  山本志穂美 氏

　今年、開幕から３連戦、高知での試合があ
りました。みんなが頑張っている姿を見て、
応援してくれる人は１万、２万集まってくれ
るかもしれない。けれど、勝ち点は最大でも
１試合３点ずつしか重ねていけないというこ
とで、とにかく丁寧に丁寧に勝点を重ねよう
ということからスタートしました。そして、
この３連戦を勝ち抜いたら高知の空気が変わ
ると、みんなに声掛けをして、目の前の試合
に真剣に向き合い、１勝、１勝していこうと
頑張って３連勝できたところから、彼らが勢
いに乗ってきました。うちは平均年齢が24.4
歳、ＪＦＬの16チームの中でダントツ１位、
若いチームです。
　実は私、24年前に風邪薬を飲んだことで心
停止をして、大量のステロイドを投入してこ

の世に帰ってきました。そこから３回ぐらい
薬害が起こり、瀕死の状態が４年間続きまし
た。何とか生き返って、バイエルンオートと
いう輸入車ディーラーを主人と２人でゼロか
ら立ち上げて、車を通して、素敵な人生を歩
んでいる方々に出会うことができました。そ
して、その方々からたくさんのことを学びま
した。
　高知ユナイテッドは今まで、宮地さん、武
政さんが頑張ってこられましたが、どうにも
ならないので倒産するしかないのかなとおっ
しゃっているのを聞いて、私は、高知にＪリ
ーグを創ろうという約束をして、300人余り
の選手が入れ替わり立ち替わり来てくれた、
その子たちに嘘をついたことになるのは嫌だ。
そして、倒産したら、会社や個人、それぞれ

勝つとほぼほぼ優勝と言われています。我々
の努力もまだまだ足りないと思いますが、一
人でも多くの方に遊びに来ていただけたら嬉
しいと思います。　

•佐野博三　山本志穂美様、卓話ありがとう
ございます。９月14日、オオクラホテル丸亀
での国際ロータリー第2670地区クラブ活性化
セミナーに参加しました。石川さん、中越さ
んの３人で行きましたが、行きは良かったの
ですが帰りは大雨で一寸先が見えないほどで、
石川さんが心配して高知へ着いた途端笑顔に
なりました。
•西森良文　山本様、今日は貴重な卓話あり
がとうございました。
•土居祐三　卓話ありがとうございました。
また行きます。めざせＪ２！
•西森やよい　山本志穂美様、いつもたくさ

んの元気を与えてくださりありがとうござい
ます。よりによって、本日欠席いたしますこ
と本当に申し訳ありません。これからも応援
させてください。
•石川　健　本日、例会に公文さんが体験で
来ていただきました。ありがとうございます。
皆さま、会員増強にご協力よろしくお願いし
ます。
•前田　博　情報集会欠席のお詫び。
•須賀昌彦　誕生日プレゼントありがとうご
ざいました。62歳になりました。入会記念品
ありがとうございました。入会して２年にな
りました。
•ザ クラウンパレス新阪急高知　いつもありが
とうございます。



◇ロータリーソング
  「奉仕の理想」
◇来訪ロータリアン及びお客様
　体験者　　公文将博氏（株式会社のびる）
◇会　長　挨　拶

　皆さん、こんにちは。
９月14日、丸亀で、2670
地区2024－2025年度クラ
ブ活性化セミナーが開催
されました。
　３項目あり、第１項目

はロータリーのアクションプラン（行動計画
・行動方針）について。
　クラブ奉仕、親睦活動、ポリオ根絶、ロー
タリー財団への寄付、クラブ戦略計画、公共
イメージとコミュニケーションなどについて
の話があり、３年間の目標を設定し、そのプ
ログラムを実施していく。
　第２項目は、ロータリーの危機管理につい
て。危機とは、事故、暴力、自然災害、政情
不安、伝染病の発生。そして、ハラスメント、
会計問題、内部不和、雇用問題など、諸処の
説明があり、その中で、そもそもロータリー
はどうあるべきかという「ロータリアンの行
動規範」が挙げられました。１．個人として、
また事業において、高潔さと高い倫理基準を
持って行動する。２．ロータリーやほかのロ
ータリアンの評判を落とすような行動は避け
る。３．ロータリーの会合、行動、及び活動
において、ハラスメントのない環境を維持す

ることを支持し、ハラスメントの疑いがあれ
ば報告、ハラスメントを報告した人への報復
が起こらないように確認する。
　この中で一番重要視したのがハラスメント
の問題で、ハラスメントとは、日本語ではい
やがらせやいじめに当たる言葉で、相手を不
快にさせる言動により、苦しめたり、悩ませ
たりする行為全般を指し、相手の尊厳を軽ん
じた発言や圧力を与える態度。故意的な迷惑
行為はもちろん、例え無意識であったとして
も、不用意な言葉や行動で相手を傷つけてし
まう場合もハラスメントに該当します。
　ハラスメントの生じる原因として、加害者
の主観的価値観とのズレ。人間関係を関係性
としてとらえない。無意識の偏見、価値観の
判断がずれていれば、単なる犯罪、嫌がらせ
に過ぎない。
　ハラスメントの判断は、外観、動作、言葉、
言語、表現はボキャブラリーとレトリックに
よってカバーできる。内心外観から推定して
判断されることがある。ＲＩはハラスメント
に対して厳格で、加害者だけの問題ではなく、
クラブ、地区、さらにロータリー全体に影響
が及ぶということです。
　第３項目は会員増強について、これは後ほ
ど、石川委員長から報告があります。
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◇柳澤パストガバナーより
　９月14日午前中、急遽
諮問委員会が開催され、
2026－2027年度のガバナ
ーに愛媛の桑原征一さん
が推薦され、諮問委員会
で認められました。ただ、

桑原さんは指名委員会の委員長のため、組織
を編成した後、案内状が届き、賛同が得られ
れば決定となります。
　その次の年度の徳島は、まだ決定していま
せん。
◇会員増強委員会より
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の加藤敏仁さんから「増
強のマジック」というテ
ーマで話がありました。
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　した。皆さんからいた
　だいた貴重なご意見を
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　かしていきたいと思い

　ます。
・レターボックスに会員名簿を入れています。
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ーに愛媛の桑原征一さん
が推薦され、諮問委員会
で認められました。ただ、

桑原さんは指名委員会の委員長のため、組織
を編成した後、案内状が届き、賛同が得られ
れば決定となります。
　その次の年度の徳島は、まだ決定していま
せん。
◇会員増強委員会より

　９月14日、クラブ活性
化セミナーでの会員増強
について、高知南クラブ
の加藤敏仁さんから「増
強のマジック」というテ
ーマで話がありました。

南クラブは「桃栗３年、柿８年計画」を立て、
2013－2014年度は46名の会員まで減少したそ
うですが、2020年から2025年に掛けて徐々に
増えて、現在は84名にまでなっています。
　当クラブは、今年の目標は60名としました
が、現在54名で危機的状態です。私一人が頑
張ってもいきません。今度、アンケートを作
りますので、皆さんのご協力をお願いします。
◇幹　事　報　告

・情報集会に参加いただ
　きありがとうございま
　した。皆さんからいた
　だいた貴重なご意見を
　今後のクラブ運営に生
　かしていきたいと思い

　ます。
・レターボックスに会員名簿を入れています。

のスポンサーの皆さんにどう言えばいいんだ
ろう。それだけは嫌だと思い、何とかなる方
法はないかと模索をして、今の状況になって
います。
　最初、代表を受けるときはみんなに反対さ
れました。家族にも大反対されました。でも、
私が何とかしたいと、高知銀行の森下会長、
高知新聞の中平社長に力を貸してくれません
かとご相談に回っていたところ、彼らに、そ
こまで熱い思いがあるなら自分でやりなさい。
その代わり、僕たちはお手伝いをしようと、
弊社の取締役になっていただき、試合には必
ずお二人のどちらかが来てくださいます。

Q　ＪＦＬの皆さんの給与体系はどんな
になっていますか。

　ＪＦＬは働きながらサッカーをするという
子がたくさんいます。プロになれなかった、
Ｊリーグに行けなかった子がＪＦＬでサッカ
ーをしたい。プロに上がりたいからこそＪＦ
Ｌで活躍するという選手たちが多いのですが、
今一番もらっている選手で月に45万。一番も
らってない選手で５万、６万。この選手は、
試合にもなかなか出られない。サッカーの力
がそこまで及ばない選手で、平均は20万ぐら
いです。
　Ｊ３にいくと、当然経済効果が上がってき
ます。Ｊ３に上がった20チームはどこのチー
ムも、１年目で最低10億の経済効果があった
という報告を受けています。20億というチー
ムもあります。経済効果だけではなく、私が
望んでいるのは、経済効果から生まれる笑顔
や元気というところです。特に今年は、初め
て試合を見に来たという方がかなり多くいら
っしゃいます。また、交通渋滞や駐車場の問
題をクリアしようと高知駅からシャトルバス
を出して、かなりお客様が乗っています。で
すから、試合のときだけでも公共交通機関が
動いて、収益を上げて、ウィンウィンウィン
の三方良しの形に持っていきたいと思い、今
統計を取っている段階です。
　応援をいただく企業様にも、お金を出して
いただくだけではなく、我々が御社に対して、
何かできることはないですか、選手と一緒に
お手伝いできることはないでしょうかという

ことを、私はずっと言っています。そして今
回、入場者数年間３万人、チケット収入1,000
万円以上をあげないといけないという、この
２つの条件をクリアするために、春から一生
懸命種を蒔いた結果、９月１日、１万1,085
人という、素晴らしい人数が集まりました。
これだけの人数が来てくださったのは初めて
で、行列に並んだ皆さんには大変な思いをさ
せてしまいました。ビールがぬるくなってい
たり、失礼しました。それを基にスタッフた
ちも勉強して、３日間で改善を行いました。
９月15日の試合は雨でしたが2,233人。全て
すんなり行くようになりました。
　Ｊ３の中で、毎回2,000人呼べるチームは
７チームしかありません。私はＪ３に上がっ
たとき、高知の皆さんの力を借りて、平均3,000
人を毎回毎回つくっていこうと思っています。
今回、初めて来たお客様、特にご年齢の高い
方々が「こんな天気のえいところで大声出し
て、鳴子ならして、まぁ楽しい」「がんで入
退院の生活をしてたのに、サッカーのおかげ
様でものすごい元気になった」「バスは絶対
動かしてね、私バスに乗ってくるき。孫と共
通の話題ができた」「勝っても負けてもえい
やんか、楽しめるやんか」と言って、喜んで
くださいました。
　私が望んでいた地域に愛されるクラブの底
辺はこれです。こういうクラブを創りたかっ
たんです。町中が元気になって、勇気の源に
なりたい。選手たちも1日1日、懸命に練習に
励んでいます。そして試合の一瞬一瞬に賭け
る必死さ、これを皆さんに見ていただいたら、
泣いたり笑ったりしながら喜んでいただける
んじゃないか。こういうコミュニティ、スタ
ジアムづくりを目指しています。当然高知の
おいしいものも準備しています。ビールやサ
ワーも準備しています。
　当然勝ちたいです。昇格したいです。たく
さんの方に応援していただきたいです。Ｊ３
に昇格するという目標を掲げて、応援してく
ださる一人一人のためにも昇格しなければい
けないと思います。Ｊ３に昇格して５年後に
はＪ２へ、そして防災スタジアムも創りたい
と思っています。
　次の試合は10月６日、８ポイント差で２位
につけている栃木ＦＣとの対戦です。ここに

　今年、開幕から３連戦、高知での試合があ
りました。みんなが頑張っている姿を見て、
応援してくれる人は１万、２万集まってくれ
るかもしれない。けれど、勝ち点は最大でも
１試合３点ずつしか重ねていけないというこ
とで、とにかく丁寧に丁寧に勝点を重ねよう
ということからスタートしました。そして、
この３連戦を勝ち抜いたら高知の空気が変わ
ると、みんなに声掛けをして、目の前の試合
に真剣に向き合い、１勝、１勝していこうと
頑張って３連勝できたところから、彼らが勢
いに乗ってきました。うちは平均年齢が24.4
歳、ＪＦＬの16チームの中でダントツ１位、
若いチームです。
　実は私、24年前に風邪薬を飲んだことで心
停止をして、大量のステロイドを投入してこ

の世に帰ってきました。そこから３回ぐらい
薬害が起こり、瀕死の状態が４年間続きまし
た。何とか生き返って、バイエルンオートと
いう輸入車ディーラーを主人と２人でゼロか
ら立ち上げて、車を通して、素敵な人生を歩
んでいる方々に出会うことができました。そ
して、その方々からたくさんのことを学びま
した。
　高知ユナイテッドは今まで、宮地さん、武
政さんが頑張ってこられましたが、どうにも
ならないので倒産するしかないのかなとおっ
しゃっているのを聞いて、私は、高知にＪリ
ーグを創ろうという約束をして、300人余り
の選手が入れ替わり立ち替わり来てくれた、
その子たちに嘘をついたことになるのは嫌だ。
そして、倒産したら、会社や個人、それぞれ

勝つとほぼほぼ優勝と言われています。我々
の努力もまだまだ足りないと思いますが、一
人でも多くの方に遊びに来ていただけたら嬉
しいと思います。　

•佐野博三　山本志穂美様、卓話ありがとう
ございます。９月14日、オオクラホテル丸亀
での国際ロータリー第2670地区クラブ活性化
セミナーに参加しました。石川さん、中越さ
んの３人で行きましたが、行きは良かったの
ですが帰りは大雨で一寸先が見えないほどで、
石川さんが心配して高知へ着いた途端笑顔に
なりました。
•西森良文　山本様、今日は貴重な卓話あり
がとうございました。
•土居祐三　卓話ありがとうございました。
また行きます。めざせＪ２！
•西森やよい　山本志穂美様、いつもたくさ

んの元気を与えてくださりありがとうござい
ます。よりによって、本日欠席いたしますこ
と本当に申し訳ありません。これからも応援
させてください。
•石川　健　本日、例会に公文さんが体験で
来ていただきました。ありがとうございます。
皆さま、会員増強にご協力よろしくお願いし
ます。
•前田　博　情報集会欠席のお詫び。
•須賀昌彦　誕生日プレゼントありがとうご
ざいました。62歳になりました。入会記念品
ありがとうございました。入会して２年にな
りました。
•ザ クラウンパレス新阪急高知　いつもありが
とうございます。

●会長／佐野博三　●幹事／中越貴宣　●雑誌会報委員／西山正純・増田伝郎・有田憲一
●例会日／毎週水曜日12：30PM～1：30PM　●例会場／ザ クラウンパレス新阪急高知　（088）873－1111
●事務所／高知放送南館８階　〒780－0870　高知市本町3－3－39　　　　　　直通（088）824－8660

　ホームページアドレス（PC・携帯共通）http://www.kochi-east-rc.com　メールアドレス　事務局／hcrc@coffee.ocn.ne.jp　広報ＩＴ委員会／info@kochi-east-rc.com

the ROTARY CLUB of KOCHI EAST

■高知東ＲＣ当面の日程
10月９日㈬　高知東ＲＣ創立記念夜間例会
　　　　　　　　　  （ザ クラウンパレス）
10月16日㈬　役員会
10月23日㈬　ガバナー補佐訪問例会
　　　　　　第４回クラブ協議会
　　　　　　（例会終了後）

10月30日㈬　ロータリー休日
11月６日㈬　ガバナー公式訪問例会
　　　　　　定例理事会
11月16日㈯　野外レクレーション実施予定
11月20日㈬　東酔会開催予定
11月27日㈬　役員会

● ニコニコ箱 ●

先週まで
ニコニコ（チビニコ含む）

262,125円
13,200円
275,325円

９月18日
今期の累計

● 出席率報告 ●

９月18日
９月４日

総数
－5 54
－5 54

出席
42
41

欠席
3
0

メイク
アップ HC出席率

77.78％
75.93％

出席率
93.88％
100％

4
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